
(57)【要約】

　【課題】定着ニップでの圧力が著しく減少してしまう

のを防止することが可能な定着装置を提供する。

　【解決手段】　記録材上のトナー像を定着する無端状

の定着ベルト３と、この定着ベルトを懸架するローラ２

と、このローラと非接触に設けられ定着ベルト３を加圧

する固定部材６と、この固定部材６からローラ２に至る

間において定着ニップを形成するため定着ベルト３に圧

接して設けられた圧接手段６とを有する定着装置におい

て、定着ベルト３の基材のヤング率に厚さを乗じたもの

をＹ（Ｍｐａ・ｍｍ）、定着ベルト３の移動方向におけ

る固定部材６とローラ２間のギャップ部の長さにこのギ

ャップ部の単位面積当りの圧力を乗じたものをＸ（Ｍｐ

ａ・ｍｍ）とすると、Ｙ ≧ １×１０8Ｘ２  ＋ ２×１

０6Ｘ、０＜Ｙ＜２．６×１０７ を満たすことを特徴と

する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 記 録 材 上 の ト ナ ー 像 を 加 熱 ニ ッ プ に て 加 熱 す る エ ン ド レ ス ベ ル ト と 、 こ の ベ ル ト を 懸 架
す る ロ ー ラ と 、 こ の ロ ー ラ と 非 接 触 に 設 け ら れ ベ ル ト を 加 圧 す る 加 圧 パ ッ ド と 、 こ の 加 圧
パ ッ ド か ら ロ ー ラ に 至 る 間 に お い て 加 熱 ニ ッ プ を 形 成 す る た め ベ ル ト に 圧 接 し て 設 け ら れ
た 圧 接 手 段 と 、 を 有 す る 画 像 加 熱 装 置 に お い て 、
　 ベ ル ト の 基 材 層 の ヤ ン グ 率 に 厚 さ を 乗 じ た も の を Ｙ （ Ｍ ｐ ａ ・ ｍ ｍ ） 、 ベ ル ト の 移 動 方
向 に お け る 加 圧 パ ッ ド と ロ ー ラ 間 の ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ に こ の ギ ャ ッ プ 部 の 単 位 面 積 当 り の
圧 力 を 乗 じ た も の を Ｘ （ Ｍ ｐ ａ ・ ｍ ｍ ） と す る と 、
　 Ｙ  ≧  １ × １ ０ 8 Ｘ ２  ＋  ２ × １ ０ 6 Ｘ
　 ０ ＜ Ｙ ＜ ２ ． ６ × １ ０ ７

を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 画 像 加 熱 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 写 真 方 式 を 適 用 し た 複 写 機 、 プ リ ン タ 、 フ ァ ク シ ミ リ あ る い は こ れ ら の
複 合 機 等 の 画 像 形 成 装 置 に 用 い ら れ る 画 像 加 熱 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に お い て は 、 加 熱 定 着 ベ ル ト と 加 圧 部 材 と の 周 速 差 に 起 因 す る 画 像 ズ レ な ど
の 異 常 画 像 を 防 止 し 、 立 ち 上 が り 時 間 が 短 い ベ ル ト 定 着 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 少 な く と
も 二 個 の 定 着 部 材 に 懸 架 さ れ た 無 端 状 ベ ル ト と 、 当 該 ベ ル ト を 介 し 定 着 部 材 の 少 な く と も
二 個 と 圧 接 す る 加 圧 部 材 と を 有 し 、 前 記 定 着 部 材 と 加 圧 部 材 と で 形 成 さ れ る ニ ッ プ 部 の 間
隔 Ｌ が ０ ｍ ｍ 以 上 ５ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 で あ る よ う に し て い る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、
形 成 ニ ッ プ の 間 隔 が 狭 く 、 ニ ッ プ 間 の ベ ル ト 弛 み や 浮 き を 抑 え る こ と が で き 、 用 紙 と ベ ル
ト が 離 れ 異 常 画 像 と な る こ と が 防 が れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 ２ に お い て は 、 一 対 の 無 端 状 ベ ル ト の 接 触 部 （ ニ ッ プ 部 ） に お け る 密
着 性 を 高 め て 記 録 材 上 の 未 定 着 画 像 へ の 熱 伝 達 効 率 を 高 め て い る 。 こ れ に よ り 定 着 性 を 向
上 す る と と も に 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 達 成 し 、 か つ ブ レ や ズ レ の な い 良 好 な 定 着 画 像 を 得 ら れ
る ベ ル ト 定 着 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2004-191512
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2004-264531
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 で は 、 定 着 ベ ル ト 内 に 配 置 さ れ た ニ ッ プ 部 を 構 成 す る た め の
２ つ 定 着 部 材 が 離 れ て い た 。 こ の た め 無 端 状 の 定 着 ベ ル ト の 材 質 や 厚 み を 変 更 す る と 、 ニ
ッ プ 内 部 に お い て ギ ャ ッ プ 部 の ニ ッ プ 圧 力 が 著 し く 減 少 も し く は 抜 け る 問 題 が 発 生 し 、 定
着 性 を 損 な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 に よ る 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的
と す る と こ ろ は 、 定 着 ニ ッ プ で の 圧 力 が 著 し く 減 少 し て し ま う の を 防 止 す る こ と が 可 能 な
定 着 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 記 録 材 上 の ト ナ ー 像 を 加 熱 ニ ッ プ に て 加 熱 す
る エ ン ド レ ス ベ ル ト と 、 こ の ベ ル ト を 懸 架 す る ロ ー ラ と 、 こ の ロ ー ラ と 非 接 触 に 設 け ら れ
ベ ル ト を 加 圧 す る 加 圧 パ ッ ド と 、 こ の 加 圧 パ ッ ド か ら ロ ー ラ に 至 る 間 に お い て 加 熱 ニ ッ プ
を 形 成 す る た め ベ ル ト に 圧 接 し て 設 け ら れ た 圧 接 手 段 と 、 を 有 す る 画 像 加 熱 装 置 に お い て
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、 ベ ル ト の 基 材 層 の ヤ ン グ 率 に 厚 さ を 乗 じ た も の を Ｙ （ Ｍ ｐ ａ ・ ｍ ｍ ） 、 ベ ル ト の 移 動 方
向 に お け る 加 圧 パ ッ ド と ロ ー ラ 間 の ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ に こ の ギ ャ ッ プ 部 の 単 位 面 積 当 り の
圧 力 を 乗 じ た も の を Ｘ （ Ｍ ｐ ａ ・ ｍ ｍ ） と す る と 、
　 Ｙ  ≧  １ × １ ０ 8 Ｘ ２  ＋  ２ × １ ０ 6 Ｘ
　 ０ ＜ Ｙ ＜ ２ ． ６ × １ ０ ７

を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 画 像 加 熱 装 置 に よ れ ば 、 ニ ッ プ 部 で の 圧 力 が 著 し く 減
少 し て し ま う の を 防 止 す る ベ ル ト の 基 材 の 材 質 と 厚 さ 、 ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ 、 ギ ャ ッ プ 部 に
掛 か る 単 位 面 積 当 り の 圧 力 の 関 係 が 解 か る 。 し た が っ て 、 ニ ッ プ 部 で の 圧 力 が 著 し く 減 少
し て し ま う の を 防 止 す る こ と が 可 能 な 定 着 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 同 時 に 、 ニ
ッ プ 部 で の 圧 力 が 著 し く 減 少 し て し ま う の を 防 止 す る こ と が 可 能 な 構 成 を 予 め 算 出 で き る
の で 、 設 計 段 階 で 有 意 義 な 指 標 に な り 、 効 率 的 な 構 成 検 討 が 可 能 と な る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 初 め に 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 概 略 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 画 像 加 熱 装 置 を 備 え た 定 着 装 置 を 含 む 画 像 形 成 装 置 の 全 体 構 成 に つ い て は 後 述
し 、 定 着 装 置 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 画 像 加 熱 装 置 を 備 え た ベ ル ト 定 着 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 断 面 構 成 図 で あ
る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の ベ ル ト 定 着 装 置 １ は 、 主 と し て 、 エ ン ド レ ス ベ ル ト で
あ る 定 着 ベ ル ト ３ と 、 圧 接 手 段 で あ る 加 圧 部 材 ９ か ら な っ て い る 。 前 記 定 着 ベ ル ト ３ と 前
記 加 圧 部 材 ９ は 、 不 図 示 の 加 圧 手 段 に よ り 圧 接 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 前 記 定 着 ベ ル
ト ３ は 、 当 該 ベ ル ト 内 に 設 置 さ れ た 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ ） ２ と 引 張 部 材 ４ に よ っ て 、
循 環 移 動 可 能 に 張 架 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ ） ２ と 固 定 部 材 （ 加 圧 パ
ッ ド ） ６ は 、 定 着 ベ ル ト ３ を 介 し て 加 圧 部 材 ９ と 互 い に 圧 接 す る こ と に よ り 、 ニ ッ プ を 形
成 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 定 着 ベ ル ト ３ と 加 圧 部 材 ９ は 、 ニ ッ プ 部 で は 、 互 い に 圧 接 し た 状 態 で 走 行 し
て い る 。 そ れ ら 定 着 ベ ル ト ３ と 加 圧 部 材 ９ の 間 に 、 未 定 着 ト ナ ー ８ を 担 持 し た 記 録 媒 体 ７
を 挟 持 し た 状 態 で 搬 送 し つ つ 、 記 録 媒 体 ７ と 定 着 ベ ル ト ３ が 密 着 し た 状 態 を 維 持 し て 、 記
録 媒 体 ７ 上 に 担 持 さ れ た 未 定 着 ト ナ ー ８ を 定 着 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 定 着 ベ ル ト ３ の 基 材 の 材 質 は 、 加 熱 源 と し て 誘 導 加 熱 を 使 用 す る 場 合 、 金 属 部 材 に
す る 必 要 が あ る が 、 基 本 的 に ど の よ う な 材 質 で も 特 に 限 定 さ れ な い 。 前 記 定 着 ベ ル ト ３ の
基 材 の 厚 さ に つ い て も 同 様 で あ る 。 し か し 、 基 材 の 材 質 を 硬 く し 厚 く し す ぎ る と 、 前 記 定
着 ベ ル ト ３ を 懸 架 す る の に 相 当 大 き な 引 張 荷 重 を 要 し 、 ベ ル ト の 搬 送 性 、 耐 久 性 を 著 し く
悪 く す る 。 こ の た め 、 材 質 は Fe（ 工 学 便 覧 参 照 ヤ ン グ 率 ： 2.058× 10 5 [Mpa]） よ り 柔 ら か
く 、 厚 み は 200[μ ｍ ]よ り 小 さ い 方 が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 定 着 ベ ル ト ３ は ト ナ ー と 加 圧
接 触 す る た め 、 離 型 性 、 耐 熱 性 に 優 れ た 表 面 層 や 画 像 の 均 一 性 を 得 る た め の 弾 性 層 を 設 け
れ ば 、 一 層 好 ま し い 。 そ の た め に 、 前 記 定 着 ベ ル ト ３ は ３ 層 以 上 の 構 成 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ ） ２ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム や ス テ ン レ ス 等 か ら な る 金 属 製 コ ア
の 表 面 に 、 ゴ ム 等 か ら な る 弾 性 層 を 所 定 の 厚 さ に 被 覆 し て 、 所 定 の 外 径 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 引 張 部 材 ４ は 、 金 属 や 耐 熱 樹 脂 で 形 成 さ れ る 剛 体 で 、 定 着 ベ ル ト ３ が 循 環 移 動 可 能
に な る 様 に 張 架 さ れ て い て 、 該 引 張 部 材 ４ の 引 張 方 向 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 前 記 固 定 部 材 ６ は 、 金 属 で 形 成 さ れ る 剛 体 で 、 定 着 ベ ル ト ３ が 接 す る 面 に は 摺 動 性 に 優
れ た 樹 脂 等 を 被 覆 す れ ば 、 一 層 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 加 圧 部 材 ９ は 、 張 架 さ れ た ベ ル ト や 単 一 ロ ー ラ 等 、 定 着 部 材 の ニ ッ プ 部 を 圧 接 で き
る 部 材 で あ り 且 つ 循 環 移 動 可 能 で あ れ ば 、 ど の よ う な 部 材 で も 特 に 限 定 さ れ な い 。 張 架 さ
れ た ベ ル ト の 場 合 、 こ の 加 圧 ベ ル ト は ト ナ ー と 加 圧 接 触 す る た め 、 離 型 性 、 耐 熱 性 に 優 れ
た 表 面 層 や 画 像 の 均 一 性 を 得 る た め の 弾 性 層 を 設 け れ ば 、 一 層 好 ま し い 。 さ ら に 、 こ の 加
圧 ベ ル ト は 、 定 着 ベ ル ト 同 様 に 基 材 の 材 質 を 硬 く し 厚 く し す ぎ る と 、 加 圧 ベ ル ト を 懸 架 す
る の に 相 当 大 き な 引 張 荷 重 を 要 し 、 ベ ル ト の 搬 送 性 、 耐 久 性 を 著 し く 悪 く す る 。 こ の た め
、 材 質 は Fe（ 工 学 便 覧 参 照 ヤ ン グ 率 ： 2.058× 10 5  [Mpa]） よ り 柔 ら か く 、 厚 み は 200[μ ｍ
]よ り 小 さ い 方 が 好 ま し い 。 単 一 ロ ー ラ の 場 合 も 、 ト ナ ー と 加 圧 接 触 す る た め 、 ア ル ミ ニ
ウ ム や ス テ ン レ ス 等 か ら な る 金 属 製 コ ア の 表 面 に 、 離 型 性 、 耐 熱 性 に 優 れ た 表 面 層 や 画 像
の 均 一 性 を 得 る た め の 弾 性 層 を 設 け れ ば 、 一 層 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 定 着 装 置 は 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 者 ら の 検 討 に よ れ ば 、 前 記 ベ ル ト 定 着 装 置 に お い て 、 前 記 定 着 ベ ル ト ３ の 基 材 の
剛 性 を 柔 ら か く す る と ニ ッ プ 内 部 に お い て ニ ッ プ 圧 力 が 著 し く 減 少 も し く は 抜 け る 問 題 が
発 生 し 、 定 着 性 を 損 な う こ と が 解 か っ た 。 ま た 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ ） ２ と 前 記
固 定 部 材 ６ の 距 離 を 離 し た 場 合 に も 、 ニ ッ プ 内 部 に お い て ニ ッ プ 圧 力 が 著 し く 減 少 も し く
は 抜 け る 問 題 が 発 生 し 、 定 着 性 を 損 な う こ と が 解 か っ た 。 そ の 結 果 、 い ず れ の 場 合 も 定 着
後 の 画 像 に グ ロ ス ム ラ 等 の 不 具 合 が 発 生 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ ） ２ と 前 記 固 定 部 材 ６ を 離 し て ニ ッ プ を 形 成 す る ベ ル ト 定
着 器 に お け る 原 因 は 、 以 下 の よ う に 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ
） ２ と 前 記 固 定 部 材 ６ を 離 し た 部 分 は 、 定 着 ベ ル ト ３ の 内 側 に 加 圧 部 材 ９ の 押 付 け 荷 重 を
受 け 持 つ 部 材 を 設 置 す る こ と が 出 来 な い 。 し た が っ て 、 ニ ッ プ 内 部 に お い て 所 望 の 接 触 圧
を 得 る こ と が 出 来 な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の 結 果 、 単 純 に 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ ） ２ と 前 記 固 定 部 材 ６ の 距 離 を 無 く す こ
と に よ っ て 、 所 望 の ニ ッ プ 接 触 圧 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 定 着 ベ ル ト ３ の 剛 性 を
高 く す れ ば 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ ） ２ と 前 記 固 定 部 材 ６ が 離 れ て い て も 、 そ の 部
分 の ベ ル ト は 加 圧 部 材 ９ か ら 荷 重 を 受 け て も （ 前 記 駆 動 ロ ー ラ ２ と 前 記 固 定 部 材 ６ が 離 れ
て い る 部 分 の ） 空 白 部 分 に 逃 げ な い 。 し た が っ て 、 受 け た 荷 重 を そ の ま ま 定 着 ベ ル ト ３ だ
け で 受 け 持 つ こ と が 可 能 に な り 、 ニ ッ プ 内 部 に お い て 所 望 の ニ ッ プ 接 触 圧 を 得 る こ と が 可
能 と な る 。 し か し 、 定 着 性 や 耐 久 性 、 設 計 性 な ど の 諸 問 題 か ら 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ
ー ラ ） ２ と 前 記 固 定 部 材 ６ を 接 触 さ せ て ニ ッ プ を 形 成 す る こ と や 定 着 ベ ル ト ３ の 剛 性 を 高
く し す ぎ る こ と は 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 者 ら は 、 定 着 ベ ル ト の 基 材 の 材 質 と 厚 さ 、 ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ 、 ギ ャ ッ プ
部 に 掛 か る 単 位 面 積 当 り の 圧 力 を 変 化 さ せ て 、 ト ナ ー 像 の 定 着 を 行 い 、 グ ロ ス ム ラ 等 の 不
具 合 の 発 生 状 況 を 評 価 す る 実 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 拡 大 図 で あ り 、 実 験 に お い て 変 化 さ せ た パ ラ メ ー タ の 定 義 を 明 確 に 説 明
す る た め の ニ ッ プ 部 １ ８ に お け る 断 面 構 成 図 で あ る 。 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ ） ２ は 、 外
径 20mmの SUSか ら な る コ ア の 表 面 に 、 厚 さ 0.75mmの シ リ コ ン ゴ ム 層 を 被 覆 し た 。 固 定 部 材
６ は 、 SUSで 形 成 さ れ る 剛 体 で 、 定 着 ベ ル ト ３ が 接 す る 面 に は 摺 動 性 に 優 れ た 樹 脂 を 被 覆
し た 。 定 着 ベ ル ト ３ の 基 材 の 材 質 と し て は 、 柔 ら か い も の か ら 硬 い も の ま で 複 数 種 類 の 材
質 を 採 用 し た 。 具 体 的 に は 、 工 学 便 覧 参 照 ヤ ン グ 率 で 換 算 す る と 3.7× 10 4 [Mpa]か ら 2.1×
10 5  [Mpa]ま で の 範 囲 で あ る 。 さ ら に 、 定 着 ベ ル ト ３ は 、 ３ 層 の 構 成 に し た 。 圧 力 計 測 セ
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ン サ １ ４ は 、 ニ ッ プ 接 触 圧 を 計 測 す る 手 段 で あ る 。 定 着 ベ ル ト 基 材 の 厚 み １ ５ と し て は 、
30、 80、 150、 200μ mの も の を 用 い た 。 ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ １ ６ は 、 前 記 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着
ロ ー ラ ） ２ と 前 記 固 定 部 材 ６ が 前 記 定 着 ベ ル ト ３ と 接 触 し て い な い 定 着 ベ ル ト 内 側 の 部 分
の 距 離 と 定 義 し た 。 ギ ャ ッ プ 部 内 で 圧 力 が 一 様 で あ る 場 合 と 一 様 で な い 場 合 が あ る の で 、
平 均 化 さ れ た 指 標 を 得 る た め に 、 ギ ャ ッ プ 部 に 掛 か る 単 位 面 積 当 り の 圧 力 を 定 義 し た 。 ギ
ャ ッ プ 部 に 掛 か る 単 位 面 積 当 り の 圧 力 １ ７ は 、 前 記 圧 力 計 測 セ ン サ １ ４ に よ っ て 求 め ら れ
た ギ ャ ッ プ 部 内 に 位 置 す る 各 計 測 点 で 発 生 す る 圧 力 を 総 和 し て 、 ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ × 奥 行
き 方 向 の ニ ッ プ 長 さ で 割 っ た 値 と 定 義 し た 。 前 記 圧 力 計 測 セ ン サ １ ４ は 、 「 タ ク タ イ ル セ
ン サ シ ス テ ム 　 I-SCAN」 （ セ ン サ の 厚 み は 0.1mm、 ニ ッ プ 搬 送 方 向 で 1mm又 は 0.65mmピ ッ チ
で 測 定 が 可 能 ） を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 上 記 実 験 の 結 果 及 び 条 件 を 示 す も の で あ る 。 本 発 明 者 ら は 、 数 多 く の
実 験 か ら ベ ル ト 剛 性 を 高 く し た 場 合 の 、 グ ロ ス ム ラ 等 の 不 具 合 と の 相 関 関 係 を 定 性 的 な 知
識 と し て 得 て い た 。 例 え ば 、 ベ ル ト 剛 性 を 高 く す る と 、 ギ ャ ッ プ 部 の 単 位 面 積 当 り の 圧 力
が 同 一 の 場 合 、 ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ を 伸 ば し て も グ ロ ス ム ラ 等 の 不 具 合 画 像 の 発 生 を 抑 制 で
き る 。 ま た 、 、 同 様 に ベ ル ト 剛 性 を 高 く す る と 、 ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ が 同 一 の 場 合 、 ギ ャ ッ
プ 部 の 単 位 面 積 当 り の 圧 力 を 小 さ く し て も グ ロ ス ム ラ 等 の 不 具 合 画 像 の 発 生 を 抑 制 で き る
。 さ ら に 、 ギ ャ ッ プ 部 の 最 低 接 触 圧 力 が 0.01[Mpa]以 上 に な る と グ ロ ス ム ラ 等 の 画 像 上 の
不 具 合 が 発 生 せ ず に 、 良 好 な 画 像 を 得 ら れ る こ と を 定 量 的 な 知 識 と し て 得 て い た 。 加 え て
、 定 着 ベ ル ト に 掛 か る 張 力 が 30kgf以 下 の 場 合 に 、 実 験 結 果 に 影 響 を 及 ぼ さ な い こ と も 定
量 的 な 知 識 と し て 得 て い た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ こ で 、 今 回 は 、 X軸 と Y軸 を 次 の よ う に 定 義 し た 。 つ ま り 、 X軸 は 、 ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ [
mm]× ギ ャ ッ プ 部 の 単 位 面 積 当 り の 圧 力 [Mpa]、 Y軸 は 、 基 材 層 の 厚 さ [mm]× ヤ ン グ 率 [Mpa]
と し た 。 図 ３ に お い て 、 ● は 良 好 な 画 像 が 得 ら れ た 場 合 （ ギ ャ ッ プ 部 の 最 低 接 触 圧 力 が 0.
01[Mpa] 以 上 の 場 合 ） 、 ■ は 不 良 な 画 像 が 得 ら れ た 場 合 （ ギ ャ ッ プ 部 の 最 低 接 触 圧 力 が 0.
01[Mpa] 未 満 の 場 合 ） と 定 義 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 図 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 定 着 ベ ル ト の 剛 性 を 高 く す る こ と に よ っ て 、 グ ロ ス ム ラ
等 の 不 具 合 画 像 の 発 生 を 抑 制 で き る こ と が わ か る 。 ま た 、 定 着 ベ ル ト の 剛 性 を 高 く し な く
て も 、 ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ を 短 く す る こ と や ギ ャ ッ プ 部 の 単 位 面 積 当 り の 圧 力 を 低 く す る こ
と に よ っ て 、 グ ロ ス ム ラ 等 の 不 具 合 画 像 の 発 生 を 抑 制 で き る こ と も わ か る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ ら の 結 果 を 纏 め れ ば 、 図 ３ の ● と ■ と の 境 界 を 通 る 曲 線 を 近 似 式 で 求 め る と 、
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 数 １ ）
Ｙ  ＝  １ × １ ０ 8 Ｘ ２  ＋  ２ × １ ０ 6 Ｘ 　 　 　 　 　 （ １ ）
と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 っ て 、
（ 数 ２ ）
Ｙ  ≧  １ × １ ０ 8 Ｘ ２  ＋  ２ × １ ０ 6 Ｘ 　 　 　 　 　 （ ２ ）
（ 数 ３ ）
０ ＜ Ｙ ＜ ２ ． ６ × １ ０ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）
【 ０ ０ ２ ９ 】
但 し 、
X： ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ [mm]× ギ ャ ッ プ 部 の 単 位 面 積 当 り の 圧 力 [Mpa]
Y： 基 材 層 の 厚 さ [mm]× ヤ ン グ 率 [Mpa] 
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の （ ２ ） 及 び （ ３ ） の 関 係 式 を 満 た す も の で あ れ ば 、 グ ロ ス ム ラ 等 の 不 具 合 画 像 の 発
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生 を 抑 制 で き る こ と が わ か っ た 。 尚 、 前 述 し た 理 由 か ら 定 着 ベ ル ト に 掛 か る 張 力 は 30kgf
以 下 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Yを 0以 上 よ り 大 き い 値 に 限 定 し た の は 自 明 の 理 で あ る 。 ま た 、 Yを 2.6× 10７ 未 満 と 限 定
し た の は 、 そ れ 以 上 の 値 に な る と 無 端 状 の 定 着 ベ ル ト を 懸 架 す る の に 相 当 大 き な 引 張 荷 重
を 要 し 、 ベ ル ト の 搬 送 性 、 耐 久 性 、 省 電 力 性 を 著 し く 悪 く す る た め で あ る 。 さ ら に 、 Xは
、 Yを 2.6× 10７ 未 満 と し た 場 合 、 境 界 曲 線 （ １ ） よ り 0.5未 満 と 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 画 像 加 熱 装 置 を 備 え た 定 着 装 置 は 、 上 述 し た よ う な 記 録 材 に 形 成 さ れ た
未 定 着 ト ナ ー 像 を 定 着 す る 用 途 に 限 ら れ な い 。 す な わ ち 、 、 本 発 明 の 画 像 加 熱 装 置 は 、 記
録 材 に 形 成 さ れ る 画 像 の 光 沢 度 を 向 上 さ せ る た め に 、 ト ナ ー 像 を 仮 定 着 す る よ う な 用 途 や
、 既 に 仮 定 着 さ れ た ト ナ ー 像 を 再 加 熱 し て 光 沢 度 を 向 上 さ せ る 用 途 と し て も 使 用 で き る 。
本 例 で は こ れ ら を 総 称 し て 定 着 装 置 と 呼 ぶ こ と に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ に よ り 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 定 着 装 置 を 備 え た 画 像 形 成 装 置 の 全 体 構 成 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ に 示 す 装 置 内 に は 、 画 像 形 成 手 段 を 構 成 す る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 画 像 形 成 部
Ｐ ａ 、 Ｐ ｂ 、 Ｐ ｃ 、 Ｐ ｄ が 併 設 さ れ 、 各 々 異 な っ た 色 の ト ナ ー 像 が 潜 像 、 現 像 、 転 写 の プ
ロ セ ス を 経 て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 画 像 形 成 部 Ｐ ａ 、 Ｐ ｂ 、 Ｐ ｃ 、 Ｐ ｄ は 、 そ れ ぞ れ 専 用 の 像 担 持 体 、 本 例 で は 電 子 写 真 感
光 ド ラ ム ３ ０ ３ ａ 、 ３ ０ ３ ｂ 、 ３ ０ ３ ｃ 、 ３ ０ ３ ｄ を 具 備 し 、 各 感 光 ド ラ ム ３ ０ ３ ａ 、 ３
０ ３ ｂ 、 ３ ０ ３ ｃ 、 ３ ０ ３ ｄ 上 に 各 色 の ト ナ ー 像 が 形 成 さ れ る 。 各 感 光 ド ラ ム ３ ０ ３ ａ 、
３ ０ ３ ｂ 、 ３ ０ ３ ｃ 、 ３ ０ ３ ｄ に 隣 接 し て 中 間 転 写 体 １ １ ３ ０ が 設 置 さ れ る 。 感 光 ド ラ ム
３ ０ ３ ａ 、 ３ ０ ３ ｂ 、 ３ ０ ３ ｃ 、 ３ ０ ３ ｄ 上 に 形 成 さ れ た 各 色 の ト ナ ー 像 が 、 中 間 転 写 体
３ ３ ０ 上 に １ 次 転 写 さ れ 、 ２ 次 転 写 部 で 記 録 材 ｐ 上 に 転 写 さ れ る 。 さ ら に ト ナ ー 像 が 転 写
さ れ た 記 録 材 ｐ は 、 定 着 装 置 １ で 加 熱 及 び 加 圧 に よ り ト ナ ー 像 を 定 着 し た 後 、 記 録 画 像 と
し て 装 置 外 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 感 光 ド ラ ム ３ ０ ３ ａ ～ ｄ の 外 周 に は 、 そ れ ぞ れ ド ラ ム 帯 電 器 ３ ０ ２ ａ ～ ｄ 、 現 像 器 ３ ０
１ ａ ～ ｄ 、 １ 次 転 写 帯 電 器 ３ ２ ４ ａ ～ ｄ 及 び ク リ ー ナ ３ ０ ４ ａ ～ ｄ が 設 け ら れ る 。 装 置 の
上 方 部 に は さ ら に 図 示 し な い 光 源 装 置 お よ び ポ リ ゴ ン ミ ラ ー が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 光 源 装 置 か ら 発 せ ら れ た レ ー ザ ー 光 を 、 ポ リ ゴ ン ミ ラ ー を 回 転 し て 走 査 し 、 そ の 走 査 光
の 光 束 を 反 射 ミ ラ ー に よ っ て 偏 向 し 、 fθ レ ン ズ に よ り 感 光 ド ラ ム ３ ０ ３ ａ 、 ３ ０ ３ ｂ 、
３ ０ ３ ｃ 、 ３ ０ ３ ｄ の 母 線 上 に 集 光 し て 露 光 す る 。 こ れ に よ り 、 感 光 ド ラ ム ３ ０ ３ ａ 、 ３
０ ３ ｂ 、 ３ ０ ３ ｃ 、 ３ ０ ３ ｄ 上 に 画 像 信 号 に 応 じ た 潜 像 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 現 像 器 ３ ０ １ ａ 、 ３ ０ １ ｂ 、 ３ ０ １ ｃ 、 ３ ０ １ ｄ に は 、 現 像 剤 と し て そ れ ぞ れ イ エ ロ ー
、 マ ゼ ン タ 、 シ ア ン 及 び ブ ラ ッ ク の ト ナ ー が 、 図 示 し な い 供 給 装 置 に よ り 所 定 量 充 填 さ れ
て い る 。 現 像 器 ３ ０ １ ａ 、 ３ ０ １ ｂ 、 ３ ０ １ ｃ 、 ３ ０ １ ｄ は 、 そ れ ぞ れ 感 光 ド ラ ム ３ ０ ３
ａ 、 ３ ０ ３ ｂ 、 ３ ０ ３ ｃ 、 ３ ０ ３ ｄ 上 の 潜 像 を 現 像 し て 、 シ ア ン ト ナ ー 像 、 マ ゼ ン タ ト ナ
ー 像 、 イ エ ロ ー ト ナ ー 像 及 び ブ ラ ッ ク ト ナ ー 像 と し て 可 視 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ は 矢 示 の 方 向 に 感 光 ド ラ ム ３ ０ ３ と 同 じ 周 速 度 を も っ て 回 転 駆 動 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 感 光 ド ラ ム ３ ０ ３ ａ 上 に 形 成 担 持 さ れ た 上 記 第 １ 色 の イ エ ロ ー ト ナ ー 画 像 は 、 感 光 ド ラ
ム ３ と 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ と の ニ ッ プ 部 を 通 過 す る 。 こ の 過 程 で 、 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ に 印 加
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さ れ る １ 次 転 写 バ イ ア ス に よ り 形 成 さ れ る 電 界 と 圧 力 に よ り 、 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ の 外 周 面
に 中 間 転 写 さ れ て い く 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 同 様 に 第 ２ 色 の マ ゼ ン タ ト ナ ー 画 像 、 第 ３ 色 の シ ア ン ト ナ ー 画 像 、 第 ４ 色 の ブ ラ ッ ク ト
ナ ー 画 像 が 順 次 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ 上 に 重 畳 転 写 さ れ 、 目 的 の カ ラ ー 画 像 に 対 応 し た 合 成 カ
ラ ー ト ナ ー 画 像 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ３ １ １ は ２ 次 転 写 ロ ー ラ を 示 し 、 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ に 対 応 し 平 行 に 軸 受 さ せ て 下 面 部 に
接 触 さ せ て 配 設 し て あ る 。 ２ 次 転 写 ロ ー ラ ３ １ １ に は 、 ２ 次 転 写 バ イ ア ス 源 に よ っ て 所 望
の ２ 次 転 写 バ イ ア ス が 印 加 さ れ て い る 。 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ 上 に 重 畳 転 写 さ れ た 合 成 カ ラ ー
ト ナ ー 画 像 の 記 録 材 Ｐ へ の 転 写 は 、 次 の よ う に 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 給 紙 カ セ ッ ト ３ ０ ０
か ら レ ジ ス ト ロ ー ラ ３ １ ２ 、 転 写 前 ガ イ ド を 通 過 し て 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ と ２ 次 転 写 ロ ー ラ
３ １ １ と の 当 接 ニ ッ プ に 所 定 の タ イ ミ ン グ で 記 録 材 Ｐ が 給 送 さ れ る 。 こ れ と 同 時 に ２ 次 転
写 バ イ ア ス が バ イ ア ス 電 源 か ら に 印 加 さ れ る 。 こ の ２ 次 転 写 バ イ ア ス に よ り 中 間 転 写 体 ３
３ ０ か ら 記 録 材 Ｐ へ 合 成 カ ラ ー ト ナ ー 画 像 が 転 写 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 次 転 写 が 終 了 し た 感 光 ド ラ ム ３ ０ ３ ａ 、 ３ ０ ３ ｂ 、 ３ ０ ３ ｃ 、 ３ ０ ３ ｄ は 、 そ れ ぞ れ
の ク リ ー ナ ３ ０ ４ ａ 、 ３ ０ ４ ｂ 、 ３ ０ ４ ｃ 、 ３ ０ ４ ｄ に よ り 転 写 残 ト ナ ー を ク リ ー ニ ン グ
、 除 去 さ れ 、 引 き 続 き 次 の 潜 像 の 形 成 以 下 に 備 え ら れ る 。 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ 上 に 残 留 し た
ト ナ ー 及 び そ の 他 の 異 物 は 、 中 間 転 写 体 ３ ３ ０ の 表 面 に ク リ ー ニ ン グ ウ エ ブ （ 不 織 布 ） を
当 接 し て 、 拭 い 取 る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ト ナ ー 画 像 の 転 写 を 受 け た 転 写 材 Ｐ は 定 着 装 置 １ へ 順 次 導 入 さ れ 、 転 写 材 に 熱 と 圧 力 を
加 え る こ と で 定 着 さ れ た 後 に 排 紙 部 ３ ６ ３ を 経 て 出 力 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 定 着 装 置 を 示 す 断 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 験 形 態 を 示 す 拡 大 断 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 実 験 条 件 を 示 す 図 表 あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 画 像 形 成 装 置 を 示 す 断 面 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ ・ ・ ・ 定 着 装 置
２ ・ ・ ・ 駆 動 ロ ー ラ （ 定 着 ロ ー ラ ）
３ ・ ・ ・ 定 着 ベ ル ト
４ ・ ・ ・ 引 張 部 材
５ ・ ・ ・ 記 録 媒 体 （ 定 着 後 ）
６ ・ ・ ・ 固 定 部 材
７ ・ ・ ・ 記 録 媒 体 （ 定 着 前 ）
８ ・ ・ ・ 未 定 着 ト ナ ー
９ ・ ・ ・ 加 圧 部 材 、
１ ４ ・ ・ ・ 圧 力 計 測 セ ン サ
１ ５ ・ ・ ・ 定 着 ベ ル ト 基 材 の 厚 み
１ ６ ・ ・ ・ ギ ャ ッ プ 部 の 長 さ
１ ７ ・ ・ ・ ギ ャ ッ プ 部 に 掛 か る 単 位 面 積 当 り の 圧 力
１ ８ ・ ・ ・ ニ ッ プ 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2007-79050 A 2007.3.29



【 図 ５ 】
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